
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

２００８年の夏、故人となった前代表花田茂

義氏と故島崎舜二氏、当時園芸店に勤務し

ていたＴ青年と筆者の４人で信太山丘陵に

自生するサギソウを護ろうと「ＳＳプロジェクト」

を立上げ、その年の夏から信太山のサギソウ

の受粉を行い、採種した種から無菌培養に

より苗を作り、毎年３月に植替えを続けて育

ててきました。 

植替え時に余った球根の一部を自然公園

予定地内の湿地で２年間移植を試みました

が日照等の問題もあり成功せず、その後惣

ケ池湿地の３ケ所で試みました。 

 惣ケ池湿地Ａ地点、Ｂ地点では１年目は開

花したものの２年目は土砂に埋まるなどして 

 

 

て適地でないことが判り、３年目は湿地中程の

場所で移植を試み開花しました。 

 この場所を３年程少しづつ切り開き移植した

結果少しづつ開花が増え、昨年は１５株、そし

て今年は３０株が開花し、会員に呼び掛けて特

別に「サギソウ観察会」を実施して参加したみな

さんに楽しんで貰いました。 

 惣ケ池湿地は一般にも開放しています。サギ

ソウの開花を楽しみに来て貰うのはいいのです

が、残念ながら湿地内に踏み込んで写真を撮

る人も出ているので、湿地にダメージを与えな

いために一定の柵を設置するか「立入禁止」の

掲示物を設置したりすることも考えなければなら

ないと思っています。 
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 里山自然公園東エリアの工事が昨年度末か

ら始まったことを前号でお知らせしました。 

 今年度は、東エリアのトイレ棟と昨年度末

に切り開かれたアラカシ林跡地の草原エリア

の整備等が行われる方向で協議が進められて

います。 

 草原エリアについては、四阿の近くに管理

棟前広場と同じ広場とチガヤ、エノコログサ

など低草草原、ススキ、チガヤ等の高草草原

の３エリアの方向で話が進められています。 

 ススキ、チガヤ草原を作るには、惣ケ池湿

地に入り込んだススキ、チガヤを掘り取って

移植することが必要になるでしょう。 

 

 

信太山里山自然公園では、開園一周年記念

イベントが１０月１９日に開催され、１６０

名近い子ども連れ家族で賑わいました。 

開園は８月ですが、昨年同様猛暑を避けて

今年も１０月に開催されました。 

前夜の大雨で開催が危ぶまれたものの、天

候は曇天でしたが暑くも無く寒くも無いイベ

ント日和となりました。 

このイベントでは、ＦＡＮクラブとして昨

年同様「のこぎり体験」を担当しました。 

野外の大木エノキの下で吉原さん、廣石さ

ん、尾崎さん、岩川さん、渡辺（憲）さんと

筆者ほか３名の協議会メンバーで対応しまし

た。 

 

今年は、小さな子供でも切り易いように材

質が柔らかいカクレミノと高学年の子どもで

も挑戦できる木質が固いアラカシの材を使い

切取った材はお土産に持帰って貰いました。 

当日は、コギリ体験の他樹名板作り、自然

観察会、綿摘み体験、バードコール作りなど

で楽しんで貰いました。 

 信太山丘陵の湿地植物の希少な湿地植物は、

周囲の樹木の成長で日照が遮られたり他の植

物の侵入により荒れてきています。 

毎年湿地植物の調査を実施していますが、

年々希少植物が影を潜めているばかりか、ヨ

シなど大型植物やネザサが侵入してきており、

荒れかけています。過去には４０株ほどあっ

た希少種が今年は１株だけと絶滅の危機に瀕

しています。 

湿地の日照条件確保や移入種の駆除を含め

た保全の方法も検討しなければなりませんが、

種の保存を行うために育苗による増殖も検討

する必要があると思います。 

「ＳＳプロジェクト」で増やしたサギソウ

を含め湿地の希少種（コモウセンゴケ、モウ

センゴケ、ヒメヤブラン、ミズギボウシ、カ

キラン等）を一定の場所で保存管理、増殖が

できないかと考え、里山自然公園管理棟西側

に育苗小屋を作っています。 

 屋根の無い網囲いだけの小屋ですが、管理

棟を訪れた方は水遣りをお願いします。みん

なで大切に保存していきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 丸太切りに懸命に取組むこどもたち 
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２５年前、社団）大阪自然環境保全協会の

水辺調査委員会が大阪府下のメダカ棲息調査

（第一次～第四次）を実施しました。 

 筆者もその調査委員会メンバーとして第一

次調査から和泉市を担当し、市内の水路や槇

尾川をくまなく歩きました。 

ショッピングセンタ―などではヒメダカや

白メダカなどが平気で売られていて交雑種も

観られることからメダカの遺伝子交雑が更に

進むことが懸念されていました。 

そんな中、大阪自然史博物館が行うメダカ

の遺伝子調査にも協力して惣ケ池湿地のメダ

カを検体として上げた結果ミナミメダカ（日

本の固有種はキタノメダカとミナミメダカの

二種）という結果がでました。 

そのミナミメダカが棲息する惣ケ池湿地に

は三つの池があります。その三つの池が昨年

は全て干上がりました。その結果メダカが絶

滅したかにみえました。 

前号で雨が少ない年の教訓として「池の水

が干上がりそうな場合、干上がる前に水生生物

（メダカなど）を捕獲し、池の水が確保される

まで水槽などで飼って絶滅を防ぐ。」ことと記し

ました。 

 今年も年初から雨が少なかったものの、その

後の雨で池の水はいつもの状態に戻りましたが、

４月になっても、子ガエルが上陸する５月にな

っても湿地の池にメダカの姿が見えません。「惣

ケ池湿地のメダカは絶滅したのか」と事前に捕

獲していなかったことが悔やまれました。 

メダカ復活のために他の水系からメダカを採

取し、湿地の池に入れてみては？と二、三の水

路を観に行きましたが、そこにメダカがいたと

しても「ミナミメダカ」の補償はなく、他から

の移入を思い留まりました。 

  

５月に入り惣ケ池湿地の大きな池の水面に

ピチピチと何かがいるような動きがあり数日

観察を続けましたがメダカだとは確認できま

せんでした。 

６月４日湿地の奥の池の木道沿いで波紋が

あり、観察してみると体長１0～２０㎜程のメ

ダカ多数を確認できました。 

メダカが復活したのです。干上がって絶滅

したはずなのに何故復活できたのか。 

池の底には微細な土が沈殿して堆積してい

ます。干上がったその泥の中では、鰓
えら

呼吸を

するメダカが埋もれた状態で生存できるとは

思えません。 

６月に確認できたメダカが大きくなった頃

からまた雨が降らず惣ケ池湿地の池は再び干

上がりました。 

前号に記した教訓から池が干上がる寸前に

網を入れて約１０匹ばかりのメダカを捕獲し

て、水槽で飼育することにしました。 

 昨年絶滅したはずのメダカがなぜ復活した

のか。そのことが頭を離れません。今回のメ

ダカ捕獲時にメダカのお腹が異常に白いのに

気づきました。そのことから泥中に埋まった

成体は死んでもそのお腹の中の卵は泥中に一

定の水分があれば生き残れるのではないだろ

うか。 

 乾燥した土の中では無理でも一定の水分を

含んだ土（泥）の中であれば卵は渇水期をの

りこえられるのではないか。メダカの産卵は

水ぬるむ春から始まります。一定の水分が確

保され春になれば、その卵が孵化する仕組み

になっているのではないだろうかと。 

 過去に「水辺調査委員会」で活動していた

復活したメダカ 
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頃、砂漠で“メダカが復活した”という話を

聞いたことがあります。それは砂漠の中のオ

アシスでの話なのでしょう。 

里山自然公園の館長の平岩さんに調べて貰

ったところメダカ再生に関する論文は既に出

ていて、一定条件下で復活できるとのことで

した。 

 一定条件の詳細は分かりませんが、惣ケ池

湿地の大きな池は今年既に２回干上がりまし

た。１回目の渇水直前に前述のとおり１０匹

ばかりを捕獲していますが、その後纏まった

雨が降らず再度干上がりました。 

秋に雨が降り、池の水が十分満たされたと

しても、秋以降は水温が下がるため泥中に埋

まったメダカの卵は来春まで孵化することは

ないでしょう。 

来春、池の水面でうごめくメダカの波紋を

観察できるかどうか見守っていきたいもので

す。惣ケ池湿地の種の保存のために今確保し

ている１０匹ばかりのメダカを保存しておく

ことも必要ではないかと思います。 

 

 

 信太山丘陵の虫の話を３題お届けしましょう。 

信太の森ふるさと館の資料に「文献による信太丘

陵の昆虫」というデータがあります。それを見るとト

ンボは３８種が確認されており、信太山丘陵が如

何に生き物の宝庫であるかが判ります。 

さて、そのデータのうち筆者が惣ケ池湿地で確

認したものだけを見るとハラビロトンボやナニワトン

ボ、ヒメアカネ、フタスジサナエなど２７種を確認し

ています。 

 ところが、今年はこのデータにない珍しいトンボ

が確認できました。赤とんぼの一種のようでナニワ

トンボ位の大きさ。一見ウスバキトンボかと見間違

えるような色をしていてお尻をピンと立てて止まる

のが特徴です。そのトンボはネキトンボではないか

と思うのですが。知っている方があれば教えてくだ

さい。 

虫の話その② 

先の開園一周年記念イベントでの「ノコギリ体

験」は管理棟のすぐ近くのエノキの大木の下で行

いました。そのエノキの幹に、幹の色と同じ色で長

さ５㎝程、巾１，２㎝程、厚さ３㎜程の膨らみがあり

ました。余程気を付けて見なければ分かりません。

それは、シンジュキノカワガという蛾の繭でした。

早やとちりして「紀の川」に関係があるのかと思っ

たものですが、繭の色が樹皮（木の皮）に似ている

ことでその名がついているそうです。 

その近くのアラカシの幹にもアラカシの幹の色

に似た繭がいくつもあり、その後成虫、幼虫、さな

ぎも観察することができました。 

 

 

 

 

 

虫の話その③ 

  惣ケ池湿地の北入口から入って長い木道があ

ります。その木道入口付近には保全活動時に刈り

取った草の捨て場にしています。８月末にその側

を通るとスズメバチが一匹飛び出してきました。 

木道から１ｍ程の場所です。気を付けて様子を観

ることにし、その２日後に山口（会員）さんと二人で

その場を通り、木道の中ほどから振り返り「様子を

観るように」という話をしていると二匹のスズメバチ

がいきなり一直線に飛び出し二方向に飛んでいき

ました。その内の一匹は私たちの方向に向かって

くるので「危ない」と身構えたものの、私たちを逸れ

て飛んで行きました。 

 その蜂の巣は山口さん、俵谷さんの働き掛けで

その翌日に蜂駆除業者により駆除されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

成虫とまゆ（赤丸内） 

幼虫とまゆ内のさなぎ 

 

駆除されたオオ

スズメバチの巣 

編集後記： 

50 号まで頑張ろうと

本号編集にとりかかり

ましたが、話題が少な

く四苦八苦。なんとか

できあがりました。 

みなさんの投稿を 
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